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地域医療構想等を
踏まえた当該病院
の果たすべき役割・
機能

※経営強化プランの記
載内容を記入

地域包括ケアシステ
ムの構築に向けて
果たすべき役割

※経営強化プランの記
載内容を記入

機能分化・連携強化
の取組

※経営強化プランの記
載内容を記入

医療機能や医療の
質、連携の強化等に
係る数値目標

※経営強化プランの記
載内容を記入

住民理解のための
取組

※経営強化プランの記
載内容を記入

２０２５年以降におい
て担う役割

　事業規模や組織の実情を踏まえ、身の丈にあった経営を実施し、公立病院としてあるべき将来像や取組みを正しく住民に
理解してもらう必要があります。
  今後、大網病院の機能や役割を見直していく場合には、ホームページや市広報紙による情報発信のみならず、医療への
ニーズの把握と市民の意見を柔軟に反映していくため、パブリックコメント等も検討します。

〇協議・合意済の「具体的対応方針」に変更がある場合は、別添様式２にも記載ください。

〇記載欄が不足する場合は、記載欄を拡大するか、必要に応じて別紙資料（任意）を添付ください。

許可病床数
（床）

機能別病床数（床）

がん 脳卒中
心血管
疾患

糖尿病
精神
疾患

救急 災害 周産期 小児 感染症

（主な数値目標）
・地域救急貢献率：８．８％（令和２年度～令和４年度平均）　　→→→９．２％（令和９年度）
・手術件数：２８６．７人（令和２年度～令和４年度平均）　　　　 →→→３００人（令和９年度）
・在宅復帰率：７９．４％（令和２年度～令和４年度平均）　　　　→→→８０．０％（令和９年度）
・紹介率：２９．１％（令和２年度～令和４年度平均）　　　　　　　→→→３３．０％（令和９年度）
・逆紹介率 ：１７．８％（令和２年度～令和４年度平均）　　　　　→→→１９．８％（令和９年度）

※1　 令和4年7月1日現在の機能別病床数を記載。
※2   R8年以降に病床機能の見直し予定がある場合は、見直し後の見込みを記載。

R4.7.1時点※1

R7年

R　年見込み※2

その他の内訳及び補足等

その他在宅

※1　 令和4年7月1日現在の担っている役割を記載。
※2   R8年以降に役割の見直し予定がある場合は、見直し後の見込みを記載。

　　将来にわたる人口動態（少子高齢化）や医療需要の変化を考慮し、かかりつけ医的な機能を有した市民病院とし
ての役割を担っていく事が一層要求されてくることから急性期ならびに回復期の患者様の診療を行ってまいります。
　また、山武長生夷隅保健医療圏の地域医療支援病院である東千葉メディカルセンターの後方支援病院としての機
能を継続していく役割があると考えています。
　　また、機能別病床の見直しを検討し、急性期機能を中核病院へ集約しつつ医師・看護師等を確保するとともに、
派遣等により一層、連携を強化し域内完結率の向上に寄与していく役割もあると考えています。

　地域包括ケアシステムの構築のための役割として、２次救急病院としての機能維持はもちろん、医療圏内の病院・
診療所との連携業務のみならず近隣の介護施設等との連携も強化し、患者情報の共有及び受入れ要請に柔軟に対
応できる体制を整えていきます。
　　また、人間ドック、がん検診、特定健康診査、協会けんぽ健診等を継続し、市の関係課と連携しながら市民の健康
の維持と疾病予防・介護予防に取り組みます。
　　さらに、必要人材の確保や設備の充実を前提に、近隣の医療機関と協力しながら在宅医療や訪問看護の実施の
可能性についても研究していきます。

　専門的かつ緊急的な治療については、高度急性期機能を持つ東千葉メディカルセンターや千葉大学医学部附属病
院、千葉県がんセンターなどへ紹介し、その後の経過観察等は、逆に紹介を受けることで後方支援病院として大網病
院が担い、連携強化を継続していきます。
　また、近隣の診療所や介護施設等からの紹介患者の積極的な受入れ等を行い地域の中心的な医療機関としての
責務を果たします。
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公立病院経営強化プラン（当該病院の果たすべき役割・機能等）の概要

大網白里市立国保大網病院

大網白里市富田８８４番地１

一般病床 療養病床 精神病床 結核病床 感染症病床 計

別添様式1


